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２．被写体・フイルム間距離と画質の関係
パーガーフアントムの実験の結果はFig.４に示すごとく，
高散乱部位（アクリル板13cm）においては顕著な差があ
り，グレーデル効果によって，コントラストが改善され，
細かい部位が識別できた。
低散乱部位(アクリル板５cm)の実験の結果はFig.５に
示すごとく，ここでも〆グレーデル効果によって，コン
トラストが改善され，細かい部位が識別できた。すなわ
ち，低吸収部（低コントラスト部位）の検出には散乱線
の影響が大きいことがわかる。
３.ＭＴＦの実験の結果はFig.６に示すごとく，高散乱
部位（アクリル板13ｍ）においては顕著な差があり，散
乱線によるカブリがＭＴＦを大きく低下させている。
低散乱部位(アクリル板５cm)の実験の結果はFig.７に
示すごとく,低空間周波数領域ではグレーデル効果によっ
てＭＴＦは良くなっているが，３ＬＰ/、で逆転し,矩形波
チャートをフイルムに密着した方が良くなった。
これは拡大による半影の影響が散乱線の影響より大き
くなるためと考えられる。しかし，実際の臨床Ｘ線写真
では３ＬＰ/ｍ以下の目的物を観察することは不可能である。
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所はフイルムと被写体を15～20cm離すため，像が拡大す
ることと，幾何学的な半影が大きくなって画像がボケる
ことである。しかし，この問題点はＸ線管焦点を小さく
することで解決できる。最近のＸ線管装置はほとんどが
0.8mmないし1.0111m焦点であり，撮影距離１ｍで，被写体
をフイルムから15cm離した場合，半影の大きさは0.14ｍｍ
ないし0.17ｍとなり,ボケとして許容できる0.2ｍ以下で
あり，問題とならない。また，画像の拡大については1.2
倍程度であり，とくに問題とならない。それより，拡大
することにより信号の面積が大きくなるが,スクリーン・
フイルム系のノイズは変らないため，ＳＮ比が向上する。
7'8,9)すなわち粒状性がよくなる。
以上の利点から，乳房，手，足など低散乱部位の撮影
にグレーデル法を応用できると，考える。
考察
Ｘ線写真の画質を損なう要因の一つである散乱線はＸ
線と被写体の相互作用により二次的に発生するため，被
写体の体積が大きいほど（被写体が厚く，照射野が大き
い）散乱線は多くなる。また，Ｘ線管電圧が高くなるほ
ど量も多く，エネルギーも高くなる。このため，頭部，
腹部など厚みの大きい部位では散乱線を除去することが
重要である．これに対して，乳房，手，足など厚みの小
さい部位では散乱線の量も少なく，エネルギーも小さい
ため散乱線の除去は考慮していないのがＪ現状である。
しかし，散乱線は全く発生しないわけでなく，多少とも
散乱線カブリによって，コントラストは低下すると考え
られる。事実乳房撮影においては，グリッドを使用し，
散乱線除去を講じることによって，コントラスト・ディ
テールが改善される。4,56）
今回，実験したグレーデル効果において，高散乱部，
低散乱部ともに，１５～20cm離すことによって散乱線はほ
ぼ70％除去された。
この場合，高散乱部位は当然としても，低散乱部位で
も，かなりの散乱線が発生し，グレーデル法によって，
散乱線除去効果が大きいことが解った。
また，画質においてもバーガーフアントムによる実験
の結果，低コントラスト部のコントラスト・ディテール
の改善がなされ，矩形波チャートによるＭＴＦの実験の
結果,ＭＴＦが改善された。ところで，グレーデル法の短
結論
グレーデル効果と画質の検討の結果,次の結論を得た。
１．Ｘ線堂は高散乱部（アクリルフアントム13cm）では
15cm離すことによって約45％に，２０cm離すことによって
約42％に減弱した｡低散乱部(アクリルフアントム５cm）
では15cm離すことによって約59％に,20cm離すことによっ
て同じく約59％に減弱した｡散乱線のみについてみると，
20cm離すことによって，いずれも約30％に減弱した。
２．パーガーフアントムによるコントラストディテール
の評価では高散乱部(アクリルフアントム13cm)，低散乱
－９０－
グレーデル効果と画質の検討｡
線（アクリルフアントム５cm）ともに改善された.特に
高散乱部でその改善度は大きく－，低コントラスト物質は
散乱線の影響が大きいことが解った。
３.矩形波チャートによるＭＴＦの効果では高散乱部(ア
クリルフアントム13cm)，低散乱部（アクリルフアントム
５cm）ともにＭＴＦは良くなった。
以上のことから，グレーデル法によって，散乱線は除
去され，画質が改善される。乳房，手，足など低散乱部
位においてもグレーデル法の応用は有利であると考える。
実際の臨床例について，今後検討したい。
３）東田善治他：多軌道断層撮影装置における照射野と
Groedel効果について(第２報散乱線含有率と断層像の画質)。
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theimagingquality・Inthispaper,Ｉｎｏｒｄｅｒｔｏｒ巴ducescatteredradiationsand
evaluatetheradiographicimagequalityweexaminedwiththeGroedeltechnｉｃ
Ａｓ正sults，thescatteredradiationwasattenuatedt０３０％withphantom‐
to-detectordistanceof20cm・Radiographicimagequalitywasimprovedclearly
bytheGroedeltechnic・Inparticularitwassuperiorinthedetectabilityofsome
lowcontrastobjects、WeexpectthattheGroedeltechnicinusefulin
mammography．
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